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安久小学校便り 令和３年

３月２４日発行

３月５日（金）に、お別
れ遠足を実施しました。
例年、中郷地区市民広
場に行っていましたが、
新型コロナウイルス感染

防止のため、集団での移動リスクを考慮し、今年度は学校遠足としま

した。また、お別れ集会も一堂に会して行うのではなく、分散型で実

施しました。体育館で、６年生と各学年が対面する形で、距離や間隔

を確保し、換気に配慮して行いました。

１年生との交流では、１年生がお礼の言葉を述べた後、「ドキドキド
ン中学生」を歌いました。６年生はお礼とともに、「４月からは２年生と
して、１年生のお世話をしっかりしてください。」と述べていました。 【１年生】 【６年生】
２年生との交流では、２年生が「ジャンボリミッキー」を踊った後、６

年生のすごいところを発表しました。６年生は、「４月からは、中学年
として１・２年生をよろしくお願いします。」と述べていました。
３年生との交流では、３年生が「オワリはじまり」を歌った後、ピンク

レディーの「ＵＦＯ」を踊り、６年生の自慢を発表しました。６年生は、
「５・６年生のサポートをお願いします。」と述べていました。
４年生との交流では、４年生が登校班や清掃等での憧れの６年生の 【２年生】 【３年生】

紹介をした後、「ソーラン節」を踊り、最後に中学生の手作り「拡大ポ
スター」を披露しました。６年生は、「高学年として、６年生のサポート
をお願いします。」と述べていました。
５年生との交流では、５年生が各クラブ活動や委員会活動での６

年生との思い出を発表した後、エールを贈り、最後に「ハンドクラッ

プ」を踊りました。６年生は、「最上級生として、安久小学校をよろしく

お願いします。」と、激励の言葉を贈っていました。【やる気・気づき・絆】 【４年生】 【５年生】

※ お父さん・お母さ
ん、おばあちゃん
の心のこもった手
作り弁当をおいし
そうに食べていまし
た。【絆】

【 本 校 の 教 育 目 標 】

ふるさとを愛し、自ら学び、心豊かに、たくましく生きる児童の育成
～やる気・気づき・根気・絆をはぐくむ安久ならではの教育～

「 成 就 」
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ベストリーダー
多 読 賞 ・ 認 定 証

本校では、本年度も学力向上の一環として、また、豊かな心をはぐくみ、魅力ある人づくりの礎として、児童の読書推進

に努めてきました。学校経営ビジョンの中にも、「読書環境の整備充実により、年間読書冊数の達成による知の糧づくり」

と明記し、新型コロナウイルス感染防止のため、臨時休業がありましたので、年間目標冊数を低学年１００冊、中学年８０

冊、高学年６０冊と設定し、学期ごとの多読賞とともに、達成者には認定証を発行して表彰してきました。図書館サポータ

ーの田代美和さんと本校の図書主任の平松由季教諭、学級担任との連携と努力により、読書好きな児童が育ちました。

年 間 多 読 賞 【敬称略】 各学年の認定証受賞者数
学年 冊数 氏 名 学年 冊数 氏 名 学年 人数 学年 人数

１４７ ●● ●● １３６ ●● ●● １年 ３９ ２年 ３２

１年 １４３ ●● ●● ２年 １３５ ●● ●● ３年 ３０ ４年 ４１

１３０ ●● ●● １３４ ●● ●● ５年 ２０ ６年 １０

１０９ ●● ●● １０１ ●● ●● 合 計 １７２ 名

３年 １０３ ●● ●● ４年 １０１ ●● ●● 目標冊数達成者が、昨年度は全校で８３名（約２９％）で

９４ ●● ●● １０１ ●● ●● したが、本年度は１７２名（約６０％）に倍増しました。今後、

８９ ●● ●● ７６ ●● ●● 春休みも利用して多くの書物にふれ、心を耕してほしいと

５年 ８１ ●● ●● ６年 ７１ ●● ●● 思います。また、 ６年生にとっては、小学校最後の春休みで

７６ ●● ●● ６９ ●● ●● す。充実した日々にしましょう。 【やる気・気づき・根気】

【敬称略】
◇ 県教育書道展 ◇ 税に関する絵はがきコンクール
特 選 ４年 ●● ●● 入 賞 ６年 ●● ●●

◇ 第１６回しきなみ短歌コンクール
佳 作 ６年 ●● ●● 「ダンゴムシ 小さな命 石の裏 自分の指が 大きく見える」
◇ 令和２年度都城市教育委員会 精励賞 ◇ 令和２年度中郷地区青少年育成協議会 善行児童
６年 ●● ●● ６年 ●● ●●

○ 病気で頭髪を失った方々のことを知り、自分に ○ 朝のボランティア活動や募金活動を積極的に

できることとして、数年間かけて髪を伸ばして手入 推進するとともに、運動会では団長として団のみ

れをし、ヘアドネーチャー作りに貢献した。 んなをまとめ、最上級生として手本となった。

私事ではありますが、令和３年３月３１日をもっ
て定年退職を迎えます。早いもので、教職生活３７

年間の終わりを迎えます。

振り返りますと、昭和５９年４月１日に高城町立

高城小学校（６年間）の教諭となり、その後、北方

町立美々地小学校（３年間）、都城市立五十市小学校（６年間）、三股町立梶山小学校（６年間）、都城市立西小学校（３

年間）、その後、教頭として、五ヶ瀬町立三ヶ所小学校（３年間）、都城市立西岳小学校（２年間）、都城市立石山小学校

（２年間）、都城市立沖水小学校（３年間）に務めました。

そして、最後に校長として、この都城市立安久小学校に３年間務めさせていただきました。安久小学校では、学校の教

育目標をはじめ様々な改革や「魅力ある学校づくり」に、教職員一丸となって取り組んで参りました。そこには、中郷地区

学校運営協議会会長後久静丸様や副会長川﨑文雄様、委員宮内孝様・稻元光明様・鬼束利男様・長友京子様、中郷

地区公民館長川﨑雅彦様、中郷地区市民センター所長横山政久様、中郷地区自治公民館連絡協議会会長鬼束巖様、

高野原自治公民館長松山忠雄様をはじめ各自治公民館長の皆様、安久・豊満振興会会長堀之内憲一様、大淀開発代

表取締役堀之内芳久様、正調安久節保存会会長中条安様、たくさんの地域の方々やＰＴＡ役員の皆様、保護者の皆様

の御理解と多大なる御支援がありました。歴史と伝統のある安久小学校の第４７代校長として務めさせていただいたこと

に、心より感謝申し上げます。

３７年間が終わろうとしている今、教職生活やバレーボールの指導を通じて、児童や保護者、地域の方々、そして先生

方とのかけがえのない「出会い」がありました。また、教師の宿命でもある「別れ」も数多く経験してきました。「人が人をつく

り、育てる。」私も、多くの人に育てられ、お陰様で今を迎えられています。そのお一人お一人に心から感謝しています。

今後、自分にできることを見つけ、育てていただいた恩を何かの形で返したいと考えています。「ありがとうございました。」

おめでとう！


